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１．研究目的

対象とする各魚種において、適切な品質評価
指標を選択し、近赤外分光法による非破壊品質
測定技術を開発する。
平成２２年度はマアナゴの脂質（粗脂肪）測

定とマフグの雌雄判別について検討した。

２．研究方法

（１）マアナゴの脂質測定技術開発
平成２２年１～１２月にかけて、島根県沖合域

で漁獲された平均全長６２０mm、平均体重４２０g
のマアナゴ１０４尾を用いた。
近赤外スペクトルの測定は、ハンディタイプ

近赤外分光分析器（FQA－NIRGUN）を用い、脂
質の測定は、魚体左側可食部筋肉をクロロホル
ム－メタノール法により抽出・定量した。
検量線の作成は、スペクトル吸光度の２次微

分値と化学分析値との間で変数増加法による重
回帰分析を行った。なお、検量線作成は全デー
タの７割の個体で、残り３割で検定を行った。
（２）マフグ雌雄判別
平成２３年３月に漁獲された平均全長３５９

mm、平均体重９６４gのマフグ２０尾（雌雄各１０
尾）を用いた。
雌雄の判別の基準は生殖腺の近赤外スペクト

ルとし、生殖腺および生殖腺があると推測され
る位置の魚体表面からスペクトル測定を行っ
た。スペクトルの測定は、上記同機種。

３．研究結果

（１）マアナゴの脂質測定技術開発
マアナゴの脂質は魚体が大きくなるにした

がって増加する傾向は見られるが、１～１８％と
その幅は非常に大きかった。季節変化は、夏季
から冬季にかけての平均が１０～１３％と高く、冬
季の終わりから春季は７～９％と低かった。

近赤外スペクトルの測定位置は、肛門付近の
背部とし、２回／尾スペクトル測定した。抽出
したマアナゴの脂質には９２０nm付近に大きな
吸収バンドが認められ、魚体においても少し位
置がずれるものの脂質に帰属すると考えられる
９１０nm付近に小さな吸収が認められた。
以上の結果より、５波長を用いた検量線（検

量 R＝０．９８、SEC＊＝１．２７、検定 R＝０．９６、SEP＊＊

＝１．４６）が作成できた。第１波長には９１２nm
が選択された。
（２）マフグ雌雄判別
生殖腺のスペクトルを図１に示す。雌雄で

違いが見られ、８４０～８７０nm、８８０～９２０nm、
９４０～９６０nmでは雌雄で重ならず、区別が可能
であった。
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図１マフグ生殖腺の近赤外スペクトル

しかし、魚体表面からの測定では、雌雄の分
離幅は小さくなり、一部重なる部分もあった。
今後は、最適な魚体の測定位置を決定するため、
波形の解析を行い、より明確な雌雄判別方法の
確立を目指すこととした。

４．研究成果

民間業者よりマアナゴの脂質測定依頼があっ
たので、新たに作成した検量線を用いて非破壊
測定を行い、データを提供した。
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